
タジキスタン Case I 

緊急事態即時評価・調整チーム(REACT)、タジキスタン 

 
主な内容: 
 
 タジキスタンの災害管理協力組織である緊急事
態即時評価・調整チーム(React, Rapid Emergency 
Assessment and Coordination Team)は、災害管理
の分野で協力している関与者間での情報・後方支
援・その他資源の共有を促進することを目的とし
て、2001 年に国連人道問題調整事務所(UN OCHA)
および緊急事態対応省(MoES, the Ministry of 
Emergency Situations)によって設立された。災害
対応の調整に関する改善が当初の設立目的であっ
たが、過去数年の間に同組織の活動内容は大幅に
拡大し、現在では、地域社会に基づく防災、災害
地図作りや GIS を含む、より広範な災害管理分野
における調整活動にまで及んでいる。REACT の活
動が順調かつ有用であることは、海外の団体およ
び NGO や政府機関からの協力機関の数が増加して
いることを見ても分かる。現在 REACT は 65 の異なる組織から構成されている。その内訳は、
政府機関が 16、援助提供機関が 7、国連機関が 9、海外の NGO が 28、および地元の NGO が 5
となっている。  
 
REACT は、タジキスタン各地で近年発生した災害における被害の低減、災害への備えおよ

び対応により、その存在価値が非常に大きなものであることを証明している。近年タジキス

タンで発生した 3 つの大きな災害(2004 年 7 月の洪水、2005 年 2 月の豪雪、2005 年 6 月と 7

月に起きた洪水)の際には、REACT の協力機関は緊密な連携による調整の取れた活動を実施し

て、緊急時の被災者の要望に対処し、また、災害被害に対応する地方自治体への支援を行っ

た。  

 

1．食糧支援、2．食糧以外の物資(避難施設など)、3．保健、4．水と下水、5．教育の各分

野に対応するために、REACTのメンバーの中で 5つの分野別グループが設立された。これらの

グループは、それぞれ個別の分野における効果的な防災の備えおよび対応のための戦略作り

に向けて活動している。これらのグループによる活動は、タジキスタンの部門間非常時計画

(the Inter-Agency Contingency Plan for Tajikistan)に最新情報として取り入れられてい

る。災害対応が効果的に行われていることを再確認するため、即時対応・調整グループがREACT

内に設立されている。防災のあらゆる面に関する情報は全て、www.untj.orgのサイトで公開

されており、関係者や組織はこのサイトからタジキスタンにおける総合的な状況および近年

の災害に関する最新の情報を得られるようになっている。  
 

REACT のメンバーは、2005 年の国連世界防災会

議の成果である兵庫共同枠組みの実施と、タジキ

スタン政府による国家防災準備計画の策定支援に

も取り組んでいる。 

 

各地域における災害管理活動の調整を効果的か

つ確実に行うために、ラシュト・バレー(Rasht 

Valley)、ゼラフシャン・バレー(Zerafshan 

REACT 会議の様子 



Valley)およびクルヤブ(Kulyab)地区に地域 REACT グループが設立された。これらの地域調整

グループは、定期ミーティングを行い、被災地域の評価活動を共同で実施する。 

 

 
タジキスタンの災害リスク管理協力機関の構成図 

 
読者が検索できるように以下の情報を提供してください。 
 
- 背景：国連は 2001 年より、国連およびNGO、赤十字と緊急事態対応省との最初の協力活動

であり、以前は「非常事態即時評価・調整チーム(REACT)」という名称で知られてい
た災害管理調整グループを主導してきた。国連開発計画(UNDP)の支援に基づき、
REACTは国の「災害管理チーム」となった。この 1 年で同チームの活動内容は、地域
社会に基づく防災や災害地図作成など、より広範な災害管理分野での調整活動にま
で拡大している。さらに詳しい情報はwww.untj.orgのサイトで紹介されている。 

- 目的： 国家の統率力を強め、タジキスタンにおける災害管理の分野で活動する世界各地の
関与者の調整を行うための強固かつ統制の取れた調整機構の構築  

- 期間：2001 年より継続中 
- 活動実施内容：特定の活動内容を伴う REACT を首都に設立、保健・水および下水・食糧以

外の物資・食糧・避難施設に対応する 5 つの分野別グループを設立、タジキスタン
国内の 3 つの地域に地域 REACT チームを設置、月次ミーティングを開催、自然災害
時に REACT の活動を実施して対応の調整と被災者への適時支援を実施  

- 主な成果：REACT のフォーラムを頻繁に開催し、50 以上の国家関連団体および国内外の組
織が参加。情報の収集・発信が一度に行える場所となる。 

- 総予算：年間約 20,000 米ドル 
- 連絡先： 

i) イスロム・ウスマノフ氏(Mr. Islom Usmanov)、タジキスタン緊急事態対応省副
長官：(992 372) 214820, 211331 

ii) ニジーナ・アリエワ氏(Ms. Nigina Alieva)、REACTフォーカル・ポイント(窓口)、
国連災害リスク管理プロジェクト。Eメールアドレス：nigina.alieva@undp.org  
電話番号：(992 372) 215932, 278035. 携帯電話番号：(992 917) 733 623 



iii) クスラフ・シャリホフ氏(Mr. Khusrav Sharifov)、国連災害リスク管理プロジ

ェクト。Eメールアドレス： khusrav.sharifov@undp.org、電話番号：(992 372) 

215932, 278035、携帯電話番号(992 917) 707 858 


